
 

第23回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム 活動結果報告 

 平成26年11月９日に開催した「第23回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム（もり･みずカフェ）」

の内容は次のとおりでした。 

 

名  称 第23回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム（もり･みずカフェ） 

出 席 者 
県民フォーラムチーム    森本 正信、北村 多津一、倉橋 満知子、前田 裕司                  

コミュニケーションチーム  坂井 マスミ、中門 吉松、西 寿子、増田 清美 

開催日時 平成26年11月９日（日） 10:00～16:00 

開催場所 川崎アゼリア 南広場 

内  容 

 

（１）開催趣旨 

・個人県民税の超過課税（水源環境保全税）を財源として実施する水源環境保全・再生に係る

これまでの取組・成果及び「第２期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」の取組に

ついて、情報提供・発信等を行う。 

・これまでもり・みずカフェを開催していない川崎市において、多くの川崎市民の来場が見込

まれる会場で、水源環境保全・再生の取組に対する意見を幅広く収集する。 

・水源環境保全・再生施策リーフレットの解説等を通じて、水源環境保全・再生の取組の大切

さを発信する。 

 

（２）開催内容 

・水源環境保全・再生施策を紹介したパネル展示、リーフレット配布 

・水源環境保全・再生に関するアンケートの実施（参加者に記念品を進呈） 

・水源地域の動物の剥製展示 

・体験教室 

 －ウグイス笛作り教室（四季の森里山研究会） 

 －もり・みず漢字あてクイズ（四季の森里山研究会） 

 －竹とんぼ作り教室（桂川・相模川流域協議会） 

・着ぐるみ「しずくちゃん」による演出 

・各種広報資料の配架 

 

（３）開催効果 

・JR 川崎駅、京急川崎駅と直結する川崎アゼリアで開催したことや、動物の剥製展示、体

験教室など興味を惹くコーナーを設けたことが集客につながり、多くの県民、特に川崎市

民に対してかながわの水源環境を守ることの重要性や必要性をＰＲすることができた。 
・県民会議委員が来場者とじっくり話をしながら、アンケートを収集することができた。 

 

（４）アンケート収集数 

４６３枚 

(見学のみ、あるいはしずくちゃんとスキンシップを図った来場者数は把握していない) 

 

資料３－２ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

参考（当日の様子） 

(県民会議委員による来場者とのコミュニケーション) 

(剥製展示) （剥製を見学する参加者) 

(もり・みず漢字あてクイズ) （ウグイス笛作り教室） 

（しずくちゃんによる演出） （竹とんぼ作り教室） 


